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 『 成瀬は信じた道をいく 』                  宮島 未奈【著】 
 
唯一無二の主人公、再び。…と思いきや、まさかの事件が勃発！？我が道を突き進む成瀬あか
りは、今日も今日とて知らぬ間に、多くの人に影響を与えていた。「ゼゼカラ」ファンの小学生、
成瀬の受験を見守る父、近所のクレーマー（をやめたい）主婦、観光大使になるべくして生ま
れた女子大生…個性豊かな面々が新たな成瀬あかり史に名を刻む。そんな中、幼馴染の島崎が
故郷に帰ると、成瀬が書置きを残して失踪しており…！？ 
 
 

 
『 笑わない数学 』             ＮＨＫ「笑わない数学」制作班【編】 
 
番組内容の焼き直しではなく、番組に盛り込めなかった数々のエピソードや驚きの数学理論を
可能な限り盛り込んだ 1冊。番組で取り上げた内容も書籍用に表現を改め、構成を再構築する
など、書籍ならではの楽しさと工夫を散りばめました。全ページフルカラーにすることで、紙
面を見やすく構成し、視聴者から好評を博した番組オリジナル CGを多数収録しました。数学
ファンだけでなく、「数学に興味を抱く小中高生」、「数学に挫折した経験のある方」など幅広い
方に数学を楽しんでいただける数”楽”入門書です。天才数学者たちを苦しめてきた数々の難
問、そして美しくも不思議な知の世界を、どうぞお楽しみください。 
 
 

『 スピノザの診察室 』                     夏川 草介【著】 

雄町哲郎は京都の町中の地域病院で働く内科医である。三十代の後半に差し掛かろうとした
頃、最愛の妹が若くしてこの世を去り、一人残された甥の龍之介と暮らすためにその職を得た
が、かつては大学病院で数々の難手術を成功させ、将来を嘱望された凄腕医師だった。哲郎の
医師としての力量に惚れ込んでいた大学准教授の花垣は、愛弟子の南茉莉を研修と称して哲郎
のもとに送り込むが…。数多の命を看取った現役の医師でもある著者が、人の幸せの在り方に
迫る感動の物語。 

 

『 君が手にするはずだった黄金について 』            小川 哲【著】 

片桐は高校の同級生。負けず嫌いで口だけ達者、東大に行って起業すると豪語していたが、ど
こか地方の私大で怪しい情報商材を売りつけていたらしい。それが今や８０億円を運用して六
本木のタワマンに暮らす有名投資家。ある日、片桐の有料ブログはとつぜん炎上しはじめ、そ
んな中で僕は寿司屋に誘われる…。著者自身を彷彿とさせる「僕」が、怪しげな人物たちと遭
遇する６つの連作短篇集。 
 
 

『 ようこそ、ヒュナム洞書店へ 』              ファン ボルム【著】 

ソウル市内の住宅街にできた『ヒュナム洞書店』。会社を辞めたヨンジュは、追いつめられたか
のようにその店を立ち上げた。書店にやってくるのは、就活に失敗したアルバイトのバリスタ・
ミンジュン、夫の愚痴をこぼすコーヒー業者のジミ、無気力な高校生ミンチョルとその母ミン
チョルオンマ、ネットでブログが炎上した作家のスンウ…。それぞれに悩みを抱えたふつうの
人々が、今日もヒュナム洞書店で出会う。ネットの電子出版プロジェクトから瞬く間に人気を
博した、本と書店が人をつなぐ物語。 


